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３
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、

岡
西
公
民
館
で
、
「
中
国
語
講
座 

新
し
く
出
発
す
る
た
め
の
総
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
出
席
者
は
、
竹
内
理
事
長
、

小
林
事
務
局
長
、
西
森
・
三
宅
理

事
、
私
と
理
事
会
か
ら
五
人
の
出

席
で
し
た
。
そ
し
て
、
講
師
の
李
さ

ん
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
は
貝
吹
さ
ん
、

藤
原
さ
ん
、
森
本
さ
ん
、
小
野
さ

ん
、
岡
崎
さ
ん
と
五
人
の
方
々
、
新

し
く
参
加
希
望
の
方
々
が
友
重
さ

ん
、
若
城
さ
ん
、
土
井
さ
ん
、
田
中

さ
ん
と
四
人
の
方
々
、
講
師
候
補

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
期

２４
期
に
つ
い
て
も
、
前
も
っ
て
中
国

語
講
座
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

 

補
足 

 

参
加
者
の
お
一
人
、
藤
原
さ
ん
か

ら
こ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。 

「
い
ま
中
国
と
の
間
が
、
ギ
ク
シ
ャ
ク

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
中
国
語
を
学
ん
で
、
中
国

の
文
化
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
、
中
国
語

を
学
び
続
け
た
い
の
で
、
私
た
ち
の

学
ぶ
場
を
是
非
確
保
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
今
日
参
加
し
ま
し
た
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
田
紀
子 

 

日
ご
ろ
の
活
動
へ
の
偏
見
、
反
発
な
ど

か
ら
一
票
差
の
ぎ
り
ぎ
り
で
可
決
さ

れ
、
職
員
会
議
で
六
十
七
年
四
月
よ

り
部
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。 

 

自
己
変
革
の
場 

社
会
問
題
研
究
部
は
、
校
内
の
民

主
化
や
文
化
祭
で
は
部
落
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
問
題
（
安
保
・
ベ
ト

ナ
ム
・
沖
縄
・
在
日
朝
鮮
人
問
題
）
を

展
示
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
を
展

開
し
た
。 

真
庭
五
校
へ
の
働
き
か
け
、
高
校

部
落
研
集
会
の
事
務
局
校
の
担
当
と

全
県
の
中
心
校
と
な
っ
て
い
た
。 

当
時
の
生
徒
は
、
親
や
教
師
に
反

対
さ
れ
参
加
費
用
も
ま
ま
な
ら
な
い

な
か
で
の
集
会
参
加
な
ど
社
研
部
活

動
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
大
変
な
闘
い

で
あ
っ
た
。 

そ
れ
だ
け
に
常
に
、
な
ぜ
部
落
問

題
を
学
ぶ
の
か
、
自
分
の
生
き
方
と

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
、
な
ど
真

剣
に
討
議
し
た
。
自
己
変
革
の
場
で

も
あ
っ
た
。 

高
校
生
の
自
主
活
動
の
保
障
も
基

本
的
人
権
の
尊
重
が
書
か
れ
て
い
る

憲
法
第
三
章
「
国
民
の
権
利
及
び
義

務
」の
具
体
化
で
あ
る
。 

 

次
号
で
は
、
転
勤
の
打
診
と
就
職

差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。 

【資
料
は
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】 

が
も
う
一
ク
ラ
ス
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

会
議
終
盤
に
、
土
曜
日
の
開
講
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
希
望
者
が
続
々

と
手
を
上
げ
、
な
ん
と
五
人
に
な

り
初
級
と
入
門
を
組
み
合
わ
せ
た

よ
う
な
土
曜
日
ク
ラ
ス
が
生
ま
れ
ま

し
た
。 

 

ま
だ
、
入
門
ク
ラ
ス
の
受
付
が
終

了
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
今
回
の
話
し
合
い
で
少
な

く
て
も
５
ク
ラ
ス
は
運
営
が
で
き
そ

う
で
す
。 

 

提
案
内
容
に
つ
い
て
は
若
干
の
手

直
し
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
筋
で
出

席
者
の
同
意
を
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

こ
れ
で
第
２３
期
（
２
０
１
３
．
４

～
２
０
１
３
．
９
）
の
中
国
語
講
座
を

た
、
ま
さ
に
青
春
時
代
と
い
っ
て
い

い
。 こ

こ
で
は
、
勝
山
高
校
社
会
問
題

研
究
部
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

生
徒
と
と
も
に─

部
落
問

題
に
つ
い
て
考
え
、
学
び─

 

  

勝
山
高
校
は
、
Ｈ
Ｒ
を
中
心
と
し

た
民
主
（
同
和
）
教
育
の
熱
心
な
学

校
で
あ
っ
た
。
生
徒
の
な
か
に
は
、

部
落
解
放
運
動
団
体
の
青
年
部
に

属
し
て
い
る
者
や
民
主
青
年
同
盟

（
民
青
）
に
加
入
し
て
い
る
者
も
い

た
。 か

れ
ら
と
手
を
携
え
て
署
名
活

動
を
し
、
六
五
年
十
一
月
に
、
歴
史

研
究
同
好
会
（
部
落
史
、
郷
土
史
、

女
性
史
）を
作
っ
た
。 

同
好
会
に
は
、
普
通
科
と
商
業

科
の
差
別
、
上
級
生
と
下
級
生
の

問
題
な
ど
学
校
生
活
の
問
題
や
不

満
を
感
じ
た
り
、
部
落
差
別
に
悩

み
社
会
問
題
に
関
心
の
あ
る
生
徒

が
集
ま
っ
た
。
「
僕
ら
の
部
落
問
題
」

「
悲
濤
」
の
読
書
会
を
し
て
感
想
を

出
し
合
い
討
論
し
た
。
六
六
年
八

月
の
第
一
回
岡
山
県
高
校
生
部
落

問
題
研
究
集
会
（
高
校
部
落
研
）
へ

参
加
、
文
化
祭
で
の
展
示
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
た
。 

部
へ
の
昇
格
を
め
ざ
し
て
約
四
百

人
の
署
名
を
集
め
生
徒
の
代
表
機

関
で
あ
る
評
議
員
会
に
提
出
し
た

評
議
委
員
会
で
は
、
無
関
心
層
や

と
し
て
郭
さ
ん
と
奥
様
の
陳
夏
さ

ん
の
合
計
十
七
人
の
参
加
で
し
た
。 

 
自
己
紹
介
の
後
、
４
月
か
ら
の
ク

ラ
ス
編
成
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

三
人
の
ク
ラ
ス
は
開
講
で
き
な
い

と
い
う
提
案
に
、
ク
ラ
ス
の
方
々
も

危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ

り
、
中
級
と
上
級
が
合
併
し
て
五

人
の
上
級
ク
ラ
ス
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
初
め
て
の
参
加
希
望
者

に
、
ど
の
ク
ラ
ス
を
選
ん
で
い
た
だ
け

る
か
と
い
う
問
題
が
解
決
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
話
し
合
い
で
中
級

中
国
語
講
座 

新
し
く
出
発
す
る
た
め
の
総
会 

 

─

日
本
国
憲
法
と
日
米
安
保
体
制
の
せ
め
ぎ
合
い─

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
軍
治 

は
じ
め
に 

一
九
六
〇
年(

昭
和
３５
年
）
に

改
定
さ
れ
た｢

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
お
よ

び
安
全
保
障
条
約｣(

日
米
安
保
条

約
＝
６０
年
安
保)

は
、
在
日
米
軍

基
地
の
拡
張
、
自
衛
力
の
増
強
な

ど
軍
事
同
盟
を
強
化
し
た
。
そ
の

月
、
岡
山
県
立
勝
山
高
校
の
教
員

に
採
用
さ
れ
た
と
き
、
憲
法
九
十

九
条
（
資
料
二
）
に
従
い
県
に
対
し

て
宣
誓
書
（
資
料
三
）
を
提
出
し

た
。 勝

山
高
校
に
は
、
一
九
七
三
年

三
月
ま
で
の
八
年
間
勤
務
し
た
。 

こ
の
間｢
日
本
国
憲
法
の
理
想
の
実

現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力
に

待
つ
べ
き
も
の
で
あ
る｣

（
資
料
四
）

に
従
っ
て
、
教
科
活
動
を
始
め
、
高

校
生
の
部
落
問
題
研
究
活
動
、
就

職
差
別
撤
廃
な
ど
の
平
和
・
人
権

教
育
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
時
期

は
、
私
の
人
生
で
最
も
輝
い
て
い

上
に
第
二
条
（
資
料
一
）
で
、
経
済

協
力
を
新
た
に
加
え
一
段
と
対
米

従
属
の
状
態
に
な
っ
た
。 

一
九
六
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
高

度
経
済
成
長
の
政
策
路
線
は
、
多

く
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
意
思
を

貫
徹
し
よ
う
と
し
て
い
た
。 

一
方
で
、
日
本
国
憲
法
に
も
と
づ
く

平
和
で
民
主
的
な
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
国
民
運
動
も
発
展
し
た
。
安
保

条
約
の
廃
棄
と
米
軍
基
地
の
撤
去
、

公
害
反
対
闘
争
、
民
主
主
義
教
育
の

実
現
を
求
め
る
運
動
が
前
進
し
、
全

国
各
地
に
革
新
自
治
体
が
実
現
し

た
。
ま
さ
に
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇

年
代
に
か
け
て
は｢

日
本
国
憲
法
と

日
米
安
保
体
制
の
せ
め
ぎ
合
い｣

の
時

代
に
入
っ
て
い
っ
た
。
。 

 

九
十
九
条
に
従
い 

｢

宣
誓
書｣

を
提
出 

 

一
九
六
五
年(

昭
和

４０

年
）
四

憲
法
へ
の
思
い
を
語
ろ
う
！ 

2283 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
２１
（木
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

深井 

三垣 

憲
法
へ
の
思
い
を
語
ろ
う 

一
面
の
記
事
の
【
資
料
】 

〔資
料
１
〕 

第
二
条
〔
協
力
〕
締
約
国
は
、
そ

の
自
由
な
諸
制
度
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
基
礎

を
な
す
原
則
の
理
解
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
並
び
に
安
定
及
び
福

祉
の
条
件
を
助
長
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
平
和
的
か
つ
友
好
的
な
国
際

関
係
の
一
層
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

締
約
国
は
、
そ
の
国
際
経
済
政
策

に
お
け
る
く
い
違
い
を
除
く
こ
と
に

努
め
、
ま
た
、
両
国
の
間
の
経
済
的

協
力
を
促
進
す
る
。 

 

〔資
料
２
〕 

第
九
十
九
条 

【憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
】 

 

天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大

臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の

公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁

護
す
る
義
務
を
負
う
。 

 

〔資
料
４
〕 

旧 

教
育
基
本
法 

わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
、
日
本
国
憲

法
を
確
定
し
、
民
主
的
で
文
化
的

な
国
家
を
建
設
し
て
、
世
界
の
平

和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
決
意
を
示
し
た
。
こ
の
理
想

の
実
現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の

力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

私
の
今
の
気
持
ち 

日
本
に
帰
っ
て 

 
 
─

言
葉
の
壁─
 

私
た
ち
は
自
分
の
ル
ー
ツ
を
訪

ね
、
先
祖
を
知
ろ
う
と
す
る
一
心

で
祖
国
に
帰
り
、
こ
れ
ま
で
に
身
に

つ
け
て
き
た
生
活
と
仕
事
に
対
す

る
知
識
や
、
技
能
で
祖
国
に
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
私
た

ち
を
慣
れ
な
い
土
地
に
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
恩
人
に
対
し
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

し
か
し
、
言
葉
の
壁
は
、
多
く
の

困
難
を
前
に
た
だ
自
分
の
ふ
が
い
な

さ
に
な
す
す
べ
も
な
い
気
持
ち
に
さ

せ
、
国
の
支
援
で
生
活
せ
ざ
る
を
得

な
い
現
状
は
内
心
み
ん
な
が
残
念

に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

２
０
０
８
年
に
新
し
い
支
援
法
が

で
き
、
い
ま
、
私
た
ち
の
生
活
に
は

一
定
の
保
障
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く

２
万
本
で
名
高
い
播
州
綾
部
山
梅

林
と
も
隣
接
し
、
文
字
通
り
風
光

明
媚
な
公
園
で
す
。 

大
勢
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
探
梅
は
初
め
て
で
す
。

山
中
が
梅
の
香
に
包
ま
れ
て
と
て
も

リ
ッ
チ
な
気
分
に
浸
り
ま
し
た
。 

た
つ
の
市
の
御
津
自
然
観
察
公

園
「
世
界
の
梅
公
園
」
内
に
は
、
日

本
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
か
ら
約
３

１
５
品
種
１
２
５
０
本
の
梅
が
収
集

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
梅
木
に

名
札
が
つ
い
て
お
り
、
と
て
も
親
し

み
や
す
い
公
園
で
す
。
ま
た
梅
公
園

内
に
は
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
中

国
風
建
物
「
尋
梅
館
」
、
「
唐
梅
閣
」

が
あ
り
ま
す
。  

こ
の
公
園
は
、
20
年
前
た
つ
の
市

と
杭
州
の
、
都
市
提
携
（
姉
妹
都
市

縁
組
）
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
園
内
の
梅
資
料
館
「
尋
梅

館
」
の
職
員
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
目
の
前
に
は
瀬
戸
内
海
国
立

公
園
が
見
渡
せ
ま
す
。
ま
た
ひ
と
め

〔資料 3〕          宣 誓 書 

私は、ここに、主権が国民に存することを認める日本国憲法を尊重し、

かつ、擁護することを固く誓います。 

私は、地方自治体の本旨を体するとともに、教育基本法並びに学校教

育法の精神に則り、公務を民主的かつ能率的に運営すべき責任を深く

自覚し、全体の奉仕者として誠実かつ公正に職務を執行することを固く

誓います。 

昭和  年  月   日 

氏名          印 

（備考）これは、地方公務員法３１条の規定に基づく宣誓書の一例です、
実際にはそれぞれの地方公共団体の条例により提出する。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 41  

竹内和夫 

 

 

 

歌とニホン語 

 

A： よその言語を覚えるとき、よく歌を歌っておぼ

えるとよい、といわれたりするけど、どうなん

ですか？ 

B： ぼくもフォスターの名曲なんか、よくおぼえた

し、英語の意味もわかるようになったな。Ｉ’ｍ    

coming. は｢(死んだ友だちのところへ)もうじき

行くんだ｣という意味だなんてはじめて知った。 

Old Black Joe！ ⑬をみよ。 

C： でも歌と実際の発音は、おなじじゃないから、

気をつけないと。 

A： そうそう、ニホン人は ハアル┐ノ オガワ┐ワ 

サラサラ ナガレ と歌うけれど、普段しゃべ

るときは、ハ┐ルノ オガワ┐ワ サ┐ラサラ ナ

ガレでしょう。拍数もアクセントも、おなじじ

ゃない。 

B： だから、いきなり歌で単語をおぼえてしまうと、

あとでこまることにもなる。単語をしっかり先

におぼえた方がいいと思う。 

C： それはそうかもしれない。また、歌のことばと

話しことばが、ちがうから気をつけないと。ウ

サギ オイシ カノ ヤマ･････なんか、全然意

味がわからずに歌っている人もいる。 

 

つづく 

世
界
の
梅
公
園
と
綾
部
山
梅
林
を
訪
れ
ま
し
た 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

帰りの車中で句会をしました。  

○梅三分小首かしげる地蔵尊   淑子  

○白梅に群青の空ありにけり   芳子  

○日中友好歴史たがはぬ梅の芯 泰治  

○海風の刷く梅の名は浜千鳥  多美枝 

の
人
は
言
葉
が
通
じ
ず
、
生
活
に
そ

れ
ほ
ど
楽
し
み
を
感
じ
な
か
っ
た

り
、
一
部
の
人
は
家
の
中
に
引
き
こ

も
り
、
隣
近
所
と
の
接
触
が
少
な
か

っ
た
り
し
て
、
老
後
の
生
活
が
孤
独

で
さ
び
し
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

日
本
語
学
習
を
メ
イ
ン

に
交
流
を
拡
げ
る 

 

以
前
の
私
た
ち
は
仕
事
に
、
忙
し

く
楽
し
む
時
間
が
な
く
、
そ
ん
な
機

会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
は

退
職
し
、
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
、
そ
こ
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
日
本
語
の
学
習
を
メ

イ
ン
に
太
極
拳
な
ど
の
教
室
、
一
般

の
方
々
の
交
流
に
も
つ
な
が
り
日
中

国
交
正
常
化
４０
周
年
の
記
念
と
思

い
ま
す
。 

山
根
政
夫 


